






要約:濾紙血 TSH が高値のため精査となった 341 例を対象にして、濾紙血 TSH と fT4 を同

時測定する有用性に関して検討した。

精査時の甲状腺機能によって、甲状腺機能低下群(血清 fT4 1ng/dl 未満かつ TSH15μU/ml

以上),TSH 著明高値群(血清 fT41ng/dl 以上かつ TSH 50μU/ml 以上),TSH 高値群(血清 fT4

1ng/dl 以上かつ TSH15 以上 50μU/ml未満),正常群(fT4 1ng/dl 以上かつ TSH 15μU/ml 未

満)の 4 群に分類た。濾紙血 fT4 平均値は甲状腺機能低下群で他の 3 群に比べ有意に低値

であった(Duncan AN0VA,p<O.01)。濾紙血 fT4が O.7ng/dl 未満の例の 38 例中 29 例(76.3%)

は甲状腺機能低下群、一方 0.7ng/dl 以上の 300例中 194 例(64.7%)は正常群であった。濾

紙血 fT4 値別に甲状腺機能低下群とそれ以外の群の比率をみると、濾紙血 fT4 値が 1ng/dl

以上で甲状腺機能低下群の比率は減少した。

濾紙血 fT4値は精査時の甲状腺機能を反映し、要治療となる機能低下例を予測する手がか

りとなり、精査医療機関受診前の対応や精査後結果判明までの期間の治療の要否の判断に

有用と考えられた。


